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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

　

回次
第17期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第16期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 2,132,394 8,294,678

経常損失 (千円) 59,479 62,672

四半期(当期)純利益又は純損失(△) (千円) △ 616,097 168,840

純資産額 (千円) 4,448,269 5,319,438

総資産額 (千円) 26,774,582 27,568,079

１株当たり純資産額 (円) 200,209.08 257,163.61

１株当たり四半期
(当期)純利益金額又は純損失金額(△)

(円) △ 39,367.25 10,908.40

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益金額

(円) ─ 10,840.46

自己資本比率 (％) 11.7 14.6

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 94,622 30,005

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) 431,378 △ 1,131,674

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △ 221,320 1,358,083

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,604,432 1,326,751

従業員数 (名) 62 57

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社ロジコム(E04034)

四半期報告書

 2/24



２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 62〔2〕

(注) １　従業員数は就業人員であります、

２　従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）であり

ます。　

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いています。　

４　在外連結子会社では、業務を専門家に委託しているため、従業員はおりません。　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 39〔2〕

(注) １　従業員数は就業人員であります、

２　従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の当第１四半期会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）でありま

す。　

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いています。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

該当事項はありません。
　
(2) 受注実績

該当事項はありません。
　
(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

不動産賃貸関連事業 1,577,190

自動車販売関連事業 555,204

その他事業 ─

合計 2,132,394

(注) １　セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

連結子会社による固定資産の売却

当社は、平成20年６月16日開催の取締役会において、匿名投資事業による四谷４丁目の開発に係る固定

資産を売却することを決議し、同17日に売買契約の締結をしております。

　なお、詳細については（重要な後発事象）に記載のとおりであります。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1)経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、米国におけるサブライムローン問題による国際

金融市場の混乱が続いており、景気の先行きに依然不透明感が漂っております。

　当社グループが主な事業とする不動産業界も、前述の金融市場の影響を受けて資金の引き揚げ等が目に

つき、業界全体に停滞感がみられます。

　このような状況下で当社グループは主力であるサブリース物件の利益率の向上を目指し様々なコスト

見直し等、業務の効率化に取り組んでまいりました。

　その結果、当第１四半期の連結業績は売上高で前年同期比6.3％増収の2,132,394千円、営業利益は前年

同期比46.9％増益の123,077千円、経常損失は59,479千円（前年同期46,941千円の経常利益）となり前年

同期比226.7％の減益、四半期純損失は固定資産の減損損失があり、616,097千円と前年同期と比べ

620,420千円悪化となりました。

　事業の業績を示すと、次の通りであります。

 

（不動産賃貸関連事業）

不動産賃貸関連事業は、前期より取り組んでまいりました札幌市を中心とする特定目的会社ＬＣ１

が期首から売上貢献しているため売上、営業利益とも増加となっておりますが、匿名投資事業の四谷４

丁目開発に関して減損処理を行いました。その結果売上高は前年同期比18.1％増収の1,577,190千円、

営業利益は前年同期比75.6％増益の110,888千円となりました。

 

（自動車販売関連事業）

自動車販売関連事業は、新車、中古車ともに２年続けて販売台数が前年割れする国内市場のもと期待

していた企業の駆け込み需要等もなく、株式会社シュテルン武蔵野も苦戦をしいられております。

　その結果売上高は、前年同期比17.3％減収の555,204千円、営業利益は前年同期比6.0％減益の46,597

千円となりました。

 

（その他事業）

その他事業は、株式会社ファニチャープランニングが事業化へ向けての準備期間であり、収益計上に

至っておりません。
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(2)財政状態の分析

①資産の状況

流動資産は前連結会計年度末に比べて5.8％増加し、3,230,545千円となりました。これは現金及び預

金が267,644千円増加したことが主な要因であります。

　固定資産は前連結会計年度末に比べて4.0％減少し、23,544,037千円となりました。これは匿名投資事

業の四谷４丁目開発の減損処理等により土地が355,116千円、のれんが229,181千円減少したことによ

ります。

　この結果総資産は前連結会計年度末に比べて2.9％減少し、26,774,582千円となりました。

 

②負債の状況

流動負債は前連結会計年度末に比べて154.5％増加し、15,510,117千円となりました。これは１年内

返済予定長期借入金が6,690,989千円、１年内償還予定社債が2,450,000千円増加したこと等によりま

す。

　固定負債は前連結会計年度末に比べて57.8％減少し、6,816,194千円となりました。これは社債が

2,330,000千円、長期借入金が6,898,387千円減少したこと等によります。

　この結果負債合計は前連結会計年度末に比べて0.3％増加し、22,326,312千円となりました。

 

③純資産の状況

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて16.4％減少し、4,448,269千円となりました。これは主に利

益剰余金が734,622千円減少したことによります。

 

(3)キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動による

増加94,622千円、投資活動による増加431,378千円がありましたが、財務活動による減少221,320千円が

あった結果277,680千円の資金増加があり、当第１四半期連結会計期間末残高は1,604,432千円となりま

した。当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれぞれの要因は次のとおり

であります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、増加した資金は94,622千円となりました。これは主に減価償却費106,008千円によ

る増加があったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、増加した資金は431,378千円となりました。これは主に有形固定資産の売却による

収入467,347千円による増加があったことによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は221,320千円となりました。これは主に長期借入による収入259,475

千円があった一方で、長期借入金の返済による支出358,518千円、配当金の支払額118,524千円等があっ

たことによるものであります。

 

(4)対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありま

せん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

1.提出会社

当第１四半期連結会計期間において主要な設備に重要な異動はありません。

2.国内子会社

当第１四半期連結会計期間において主要な設備に重要な異動はありません。

3.在外子会社

米国においては、次の主要な設備を売却しております。

物件名 所在地 設備の内容 売却時期 前期末帳簿価格

サウスバレイビル
米国ニューメキシコ州
ラスクルーセス市

オフィスビル 平成20年3月 92,304千円

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画は

ありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 56,900

計 56,900

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,650 15,650

大阪証券取引所
（ニッポン・ニュー
・マーケット－「ヘ
ラクレス」）

―
 

計 15,650 15,650 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年６月30日 ─ 15,650 ─ 686,000─ 648,939

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載して

おります。

① 【発行済株式】

平成20年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　15,650 15,650 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 15,650 ― ―

総株主の議決権 ― 15,650 ―

　

　

② 【自己株式等】

平成20年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　4月 　5月 　6月

最高(円) 114,000112,00099,600

最低(円) 99,10097,10069,000

(注)　最高・最低株価は、大阪証券取引所（ニッポン・ニュー・マーケット－「ヘラクレス」）におけるものでありま

す。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）附

則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、アスカ監査法人による四半期レビュー

を受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,654,432 1,386,788

受取手形及び売掛金 155,287 100,545

有価証券 9,984 9,981

商品及び製品 171,995 300,946

仕掛品 355 3,174

原材料及び貯蔵品 12,048 13,569

繰延税金資産 33,537 37,036

預け金 － 467,068

その他 1,197,074 740,850

貸倒引当金 △4,171 △7,091

流動資産合計 3,230,545 3,052,869

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 8,179,093

※1
 8,464,241

土地 11,556,594 11,911,711

建設仮勘定 160,369 151,605

その他（純額） ※1
 15,511

※1
 13,984

有形固定資産合計 19,911,569 20,541,542

無形固定資産

のれん 135,171 364,352

その他 6,314 6,572

無形固定資産合計 141,486 370,925

投資その他の資産

投資有価証券 137,192 221,173

繰延税金資産 34,976 60,768

敷金及び保証金 2,741,378 2,786,380

投資不動産 69,730 79,446

その他 515,404 462,673

貸倒引当金 △7,701 △7,701

投資その他の資産合計 3,490,981 3,602,741

固定資産合計 23,544,037 24,515,209

資産合計 26,774,582 27,568,079
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 116,821 54,761

短期借入金 4,454,895 4,562,880

1年内返済予定の長期借入金 7,087,035 396,046

1年内償還予定の社債 2,598,000 148,000

未払法人税等 55,409 30,233

賞与引当金 56,422 30,581

その他 1,141,531 872,527

流動負債合計 15,510,117 6,095,031

固定負債

社債 803,000 3,133,000

長期借入金 2,434,312 9,332,700

繰延税金負債 10,400 10,411

役員退職慰労引当金 － 17,330

退職給付引当金 1,396 －

負ののれん 107,715 116,001

長期預り敷金保証金 3,239,672 3,300,750

その他 219,697 243,416

固定負債合計 6,816,194 16,153,609

負債合計 22,326,312 22,248,641

純資産の部

株主資本

資本金 686,000 686,000

資本剰余金 648,939 648,939

利益剰余金 1,955,114 2,689,736

株主資本合計 3,290,054 4,024,676

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △6,998 △6,930

為替換算調整勘定 △149,783 6,864

評価・換算差額等合計 △156,781 △65

少数株主持分 1,314,997 1,294,827

純資産合計 4,448,269 5,319,438

負債純資産合計 26,774,582 27,568,079
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　(2)【四半期連結損益計算書】
　　　 【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

売上高 2,132,394

売上原価 1,730,412

売上総利益 401,982

販売費及び一般管理費 ※1
 278,904

営業利益 123,077

営業外収益

受取利息 1,924

受取配当金 1,294

有価証券利息 1,285

有価証券評価益 3,139

持分法による投資利益 68,015

負ののれん償却額 8,285

その他 4,261

営業外収益合計 88,206

営業外費用

支払利息 168,147

社債発行費償却 14,068

資金調達費用 66,500

その他 22,047

営業外費用合計 270,763

経常損失（△） △59,479

特別利益

固定資産売却益 28,641

貸倒引当金戻入額 3,648

保険解約返戻金 6,027

その他 565

特別利益合計 38,883

特別損失

減損損失 503,795

特別損失合計 503,795

税金等調整前四半期純損失（△） △524,391

法人税等合計 71,536

少数株主利益 20,169

四半期純損失（△） △616,097
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　(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △524,391

減価償却費 106,008

引当金の増減額（△は減少） 24,316

受取利息及び受取配当金 △4,504

支払利息 168,147

固定資産売却損益（△は益） △28,641

減損損失 503,795

たな卸資産の増減額（△は増加） 133,290

仕入債務の増減額（△は減少） 62,060

敷金及び保証金の増減額（△は増加） 45,563

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） △64,194

その他 △66,927

小計 354,522

利息及び配当金の受取額 △26,879

利息の支払額 △175,256

役員退職慰労金の支払額 △25,000

法人税等の支払額 △32,764

営業活動によるキャッシュ・フロー 94,622

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △230

投資有価証券の売却による収入 88,063

有形固定資産の取得による支出 △134,574

有形固定資産の売却による収入 467,347

貸付金の回収による収入 585

その他 10,187

投資活動によるキャッシュ・フロー 431,378

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △109,683

長期借入れによる収入 259,475

長期借入金の返済による支出 △358,518

社債の発行による収入 185,931

社債の償還による支出 △80,000

配当金の支払額 △118,524

財務活動によるキャッシュ・フロー △221,320

現金及び現金同等物に係る換算差額 △26,998

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 277,680

現金及び現金同等物の期首残高 1,326,751

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,604,432
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　会計処理基準に関する事項の変更

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　 棚卸資産

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主と

して総平均法による原価法によっておりましたが、当第１四半期

連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業

会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、

主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しておりま

す。

　当該変更に伴う損益に与える影響はありません。

　

簡便な会計処理

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末

に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計

年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

　

四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税

率を乗じて計算する方法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

　

追加情報

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　退職給付引当金

当社の連結子会社である㈱シュテルン武蔵野は当第１四半期連結

会計期間より新たに従業員退職金規程を設けたため、同内規に基づ

く第１四半期末要支給額を退職給付引当金として計上しておりま

す。

　当第１四半期連結会計期間における損益に与える影響額は、販管費

及び一般管理費として1,396千円計上しております。
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注記事項

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１ 建物及び構築物の減価償却累計額 2,162,623千円

その他の減価償却累計額 21,672千円※１

建物及び構築物の減価償却累計

額
2,161,376千円

その他の減価償却累計額 20,317千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

 

※１  販売費及び一般管理費の内訳

販売手数料 3,480千円

貸倒引当金繰入額 728千円

役員報酬 35,498千円

給与手当 66,589千円

賞与引当金繰入額 22,306千円

退職給付費用 7,672千円

福利厚生費 16,464千円

賃借料 20,325千円

減価償却費 6,239千円

支払報酬 11,089千円

支払手数料 23,785千円

のれん償却額 21,836千円

その他 42,888千円

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,654,432千円

預入期間が３か月超の定期預金及

び定期積金
△50,000千円

現金及び現金同等物 1,604,432千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 15,650

　

２　自己株式に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。
　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 70,4254,500.00平成20年３月31日 平成20年６月26日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引に係る残高は前連結会計年度末に比べて著

しい変動が認めらないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較

して著しい変動がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期累計期間(自平成20年４月１日　至平成20年６月30日)

不動産賃貸
関連事業
(千円)

自動車販売
関連事業
(千円)

その他事
業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 1,577,190555,204─ 2,132,394 ─ 2,132,394

(2) セグメント間の内部売上高
　　又は振替高

300 ─ ─ 300 (300) ─

計 1,577,490555,204─ 2,132,694(300)2,132,394

　営業利益 110,888 46,597(771)156,714(33,636)123,077

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

(1)不動産賃貸関連事業・・・・倉庫、店舗、駐車場等のサブリース

(2)自動車販売関連事業・・・・自動車販売及び修理

(3)その他事業 ・・・・家具インテリア用品輸入販売

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期累計期間(自平成20年４月１日　至平成20年６月30日)

日本
(千円)

米国
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 2,056,08076,3142,132,394 ─ 2,132,394

(2) セグメント間の内部売上高
　　又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 2,056,08076,3142,132,394 ─ 2,132,394

営業利益 149,087 7,326 156,414 (33,336)123,077

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　日本以外の区分に属する主な国または地域
　
【海外売上高】

当第１四半期累計期間(自平成20年４月１日　至平成20年６月30日)

米国 計

Ⅰ　海外売上高 (千円) 76,314 76,314

Ⅱ　連結売上高 (千円) 2,132,394

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合 (％) 3.6 3.6

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

200,209円08銭 257,163円61銭

　

２　１株当たり四半期純損失金額

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額 39,367円25銭

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

　

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) 616,097

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る四半期純損失(千円) 616,097

普通株式の期中平均株式数(株) 15,650
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(重要な後発事象)

当第１四半期累計期間(自平成20年４月１日　至平成20年６月30日)

１　当社は、平成20年６月16日開催の取締役会において、匿名投資事業による四谷４丁目の開発に係る物件

を売却することを決議し、平成20年７月23日付で売却いたしました。

(1)目的

当社は、平成19年9月27日に匿名投資事業を通じて四谷4丁目の開発（以下、本開発案件）に参画い

たしましたが、昨年後半から発生した米国サブプライムローン問題並びに原材料費高騰による建築

工事単価の高騰等の影響もあり、不動産に対する金融環境及び不動産市況は厳しい状況を迎えてお

ります。

　そのような状況の中、当社は今後の金融環境並びに不動産市況の改善には時間がかかること等を判

断し、当社出資額の回収を最大限に図るため、本開発案件に係る物件を売却することといたしまし

た。

(2)売却資産の内容

土地所在地 東京都新宿区四谷

土地面積 505.68㎡

現況 更地

売却価額 3,549,240千円

(3)売却先の概要

商号 四谷４丁目開発特定目的会社

本店所在地
東京都千代田区神保町一丁目11番地
さくら綜合事務所内

代表者 取締役　堀川　朋善

(4)売却の日程

平成20年６月16日取締役会決議

平成20年６月17日売買契約締結及び手付金受領

平成20年７月23日残金受領及び物件引き渡し

(5)売却代金の使途

上記資産売却による資金3,549,240千円のうち、3,475,000千円はレンダー（ＳＰＣへのローン提

供者：金融機関）に返済され、その残余はエクイティ出資者に分配されます。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月14日

株式会社ロジコム

取締役会　御中

　

アスカ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　福　　島　　正　　己　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　　　城　　　哲　　哉　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ロジコムの平成20年４月１日から平成20年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平

成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半

期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ロジコム及び連結子会社の平成20年

６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

（重要な後発事象）に記載されているとおり、会社は平成20年６月16日開催の取締役会において、匿名投資

事業による四谷４丁目の開発に係る物件を売却することを決議し、平成20年７月23日付で売却している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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